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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第２四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 46,096 7.2 4,256 △9.0 4,012 △16.3 3,195 △18.6
2022年12月期第２四半期 43,004 － 4,677 － 4,794 △35.7 3,927 △36.5

(注) 包括利益 2023年12月期第２四半期 5,727百万円( △28.2％) 2022年12月期第２四半期 7,976百万円( 4.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 116.97 115.47

2022年12月期第２四半期 143.08 140.80

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を2022年12月期の期首から適用していま
す。このため、当該会計基準等を適用する前の2021年12月期第２四半期の売上高及び営業利益に対する対前年
同四半期増減率は記載していません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 76,506 37,356 48.5

2022年12月期 77,056 33,747 43.4
(参考) 自己資本 2023年12月期第２四半期 37,068百万円 2022年12月期 33,467百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 78.00 － 78.00 156.00

2023年12月期 － 85.00
2023年12月期(予想) － 85.00 170.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,600 10.2 12,400 15.3 12,400 21.0 9,300 4.0 340.73
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期２Ｑ 28,163,038株 2022年12月期 28,066,786株

② 期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ 781,089株 2022年12月期 824,172株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 27,317,576株 2022年12月期２Ｑ 27,448,441株
　

(注) 普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付
信託及び従業員持株会支援信託が保有する当社株式を含めています。なお、当該信託口が保有する当社株式の
期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間は401,886株、当第２四半期連結累計期間は338,130株です。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。連結業績予想に関する事項は、添付資料3ページ「連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、2023年8月10日（木）に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で
使用する資料は、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く世界経済は、欧米に続き、日本、中国も含めポストコ

ロナへの移行が大きく進んだ一方で、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、世界的な物価や金利の上昇、欧米での金

融不安等により世界景気の減速懸念が強まるなど、先行き不透明な状況が継続しました。

電子楽器事業を取り巻く環境は、全体としてはコロナ禍をきっかけとした新しいLifestyleの定着を背景とし、安

定的な需要が生み出されていますが、供給制約の緩和による前期末の出荷増加により、当上半期は、特に米国にお

いてディーラーの在庫が一時的に過剰になるなど、サプライチェーンの正常化に向けた最終調整局面となりまし

た。コスト面においては、原材料価格は高止まりを見せていますが、継続的に実施してきた価格適正化の浸透や、

大きく上昇していた海上輸送費の減少効果が現れるなど、正常化に向け進捗しました。

以上の結果、前年度に買収した米国のドラムメーカーDrum Workshop, Inc.（以下DW社）の新規連結効果や円安効

果もあり、当第2四半期連結累計期間の売上高は、46,096百万円(前年同期比7.2%増)となりました。損益につきまし

ては、コストの減少効果はあったものの、ディーラーの在庫調整に伴う一時的な出荷減少の影響や、DW社における

積極的な新製品開発投資等により、営業利益は4,256百万円(前年同期比9.0%減)、経常利益は4,012百万円(前年同期

比16.3%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,195百万円(前年同期比18.6%減)となりました。

製品カテゴリーごとの販売状況（対前年同期比）は以下のとおりです。

【鍵盤楽器】売上高11,849百万円(前年同期比13.9%減)

電子ピアノは、今期発売した新製品群が貢献しましたが、全体としてはディーラーの在庫調整、低価格帯を中心

とした製品群の需要軟化の影響を受けました。

【管打楽器】売上高13,272百万円(前年同期比41.7%増)

ドラムは、中国においては、コロナや政府の学習塾に対する規制を背景とした音楽教室縮小の影響を受けました

が、新製品の導入を中心に先進国では概ね堅調に推移しました。ドラム事業全体としては、DW社の新規連結効果も

あり販売は前年を大きく上回りました。

電子管楽器は、主力市場である中国、日本での市場在庫の調整に加え、中国を中心に新規参入企業との競合もあ

り、販売は前年を下回りました。

【ギター関連機器】売上高11,234百万円(前年同期比4.9%増)

ギターエフェクターは、前年同期間の供給不足から回復し、コンパクトエフェクターを中心に堅調に推移しまし

た。

楽器用アンプは、米国を中心とした市場の在庫調整により当社からディーラーへの出荷は影響を受けましたが、

需要は堅調に推移しました。

【クリエーション関連機器＆サービス】売上高6,153百万円(前年同期比5.4%増)

シンセサイザーは、前年同期間に多くの新製品を発売したため反動減がありましたが、需要は堅調に推移しまし

た。

ダンス&DJ関連製品では、既存製品に落ち着きが見られましたが、継続的に発売している新製品群が貢献し、好調

に推移しました。

ソフトウエア/サービス分野では、Roland Cloudにおいて、ソフトウエアシンセサイザーやサウンドコンテンツ、

ハードウエアのアップデータ等の提供を継続的に行い、会員数は安定的に増加しました。

【映像音響機器】売上高2,157百万円(前年同期比8.0%増)

ビデオ関連製品は、個人向け配信需要が落ち着いた一方でイベント需要が回復し、関連製品の需要の高まりを受

け好調に推移しました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

当第2四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して550百万円減少し、76,506百万円とな

りました。その主な要因は、棚卸資産が430百万円、有形固定資産が562百万円それぞれ増加した一方、売上債権が

1,493百万円減少したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末と比較して4,159百万円減少し、39,150百万円となりました。その主な要因は、仕入債務

が1,149百万円増加した一方、借入金が5,501百万円減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末と比較して3,608百万円増加し、37,356百万円となりました。その主な要因は、配当金

の支払いにより剰余金が2,152百万円減少した一方で、主要国通貨に対する円安進行により為替換算調整勘定が2,458

百万円増加し、また親会社株主に帰属する四半期純利益が3,195百万円あったことによるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して5.0ポイント増加し、48.5％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間において現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、512百万円減少（前年同期

は59百万円減少）し、期末残高は9,993百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、主として税金等調整前四半期純利益及び運転資

金の減少により、9,248百万円（前年同期に使用した資金は910百万円）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、主として有形固定資産の取得による支出によ

り、1,123百万円（前年同期に使用した資金は443百万円）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、主として借入金の返済や配当金の支払い等によ

り、7,869百万円（前年同期に得られた資金は1,342百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の通期連結業績につきましては、2023年2月13日に公表しました業績予想に変更はありません。今後、何らかの

変化がある場合には、適切に開示していきます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年 6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,506 9,993

受取手形及び売掛金 12,905 11,412

商品及び製品 20,214 19,888

仕掛品 1,249 1,491

原材料及び貯蔵品 10,858 11,373

その他 2,561 2,265

貸倒引当金 △394 △372

流動資産合計 57,902 56,053

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,698 3,791

土地 1,640 1,654

その他（純額） 2,431 2,887

有形固定資産合計 7,770 8,332

無形固定資産

のれん 3,266 3,384

その他 2,824 3,012

無形固定資産合計 6,090 6,396

投資その他の資産

投資有価証券 938 1,100

その他 4,465 4,750

貸倒引当金 △110 △127

投資その他の資産合計 5,293 5,723

固定資産合計 19,154 20,453

資産合計 77,056 76,506
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年 6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,606 6,755

短期借入金 17,700 2,659

1年内返済予定の長期借入金 1,252 5,894

未払法人税等 482 337

賞与引当金 771 960

役員賞与引当金 34 30

製品保証引当金 281 326

その他 6,384 6,297

流動負債合計 32,513 23,262

固定負債

長期借入金 7,570 12,467

株式給付引当金 253 250

役員株式給付引当金 78 85

退職給付に係る負債 432 417

資産除去債務 87 88

その他 2,373 2,578

固定負債合計 10,796 15,887

負債合計 43,309 39,150

純資産の部

株主資本

資本金 9,613 9,641

資本剰余金 191 219

利益剰余金 23,750 24,732

自己株式 △2,407 △2,348

株主資本合計 31,148 32,243

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 68 154

為替換算調整勘定 1,879 4,337

退職給付に係る調整累計額 370 332

その他の包括利益累計額合計 2,319 4,824

新株予約権 95 75

非支配株主持分 184 211

純資産合計 33,747 37,356

負債純資産合計 77,056 76,506
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 6月30日)

売上高 43,004 46,096

売上原価 25,452 26,323

売上総利益 17,551 19,772

販売費及び一般管理費 12,874 15,516

営業利益 4,677 4,256

営業外収益

受取利息 4 16

受取配当金 87 78

助成金収入 108 61

その他 5 10

営業外収益合計 205 167

営業外費用

支払利息 12 72

為替差損 69 326

その他 6 11

営業外費用合計 88 411

経常利益 4,794 4,012

特別利益

固定資産売却益 2 2

子会社清算益 168 －

特別利益合計 171 2

特別損失

固定資産除売却損 4 8

特別損失合計 4 8

税金等調整前四半期純利益 4,960 4,006

法人税、住民税及び事業税 1,180 784

法人税等調整額 △150 9

法人税等合計 1,029 794

四半期純利益 3,931 3,211

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 16

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,927 3,195
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 6月30日)

四半期純利益 3,931 3,211

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △27 85

為替換算調整勘定 4,099 2,468

退職給付に係る調整額 △26 △38

その他の包括利益合計 4,045 2,515

四半期包括利益 7,976 5,727

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,950 5,701

非支配株主に係る四半期包括利益 25 26
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,960 4,006

減価償却費 813 1,151

のれん償却額 2 172

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △71 △94

受取利息及び受取配当金 △92 △94

支払利息 12 72

為替差損益（△は益） 58 △433

固定資産除売却損益（△は益） 1 6

子会社清算損益（△は益） △168 －

売上債権の増減額（△は増加） △710 4,073

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,033 2,400

仕入債務の増減額（△は減少） △1,388 △348

その他 △1,250 △429

小計 133 10,482

利息及び配当金の受取額 92 94

利息の支払額 △12 △75

法人税等の支払額 △1,123 △1,253

営業活動によるキャッシュ・フロー △910 9,248

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △554 △887

有形固定資産の売却による収入 2 9

無形固定資産の取得による支出 △46 △141

長期貸付金の回収による収入 4 0

子会社の清算による収入 140 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △50

その他 10 △52

投資活動によるキャッシュ・フロー △443 △1,123

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,006 △15,041

長期借入れによる収入 － 10,700

長期借入金の返済による支出 △626 △1,161

株式の発行による収入 35 71

自己株式の売却による収入 66 92

自己株式の取得による支出 △2,000 △0

配当金の支払額 △1,929 △2,152

その他 △209 △378

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,342 △7,869

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47 △724

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △59 △468

現金及び現金同等物の期首残高 8,781 10,506

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △43

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,722 9,993
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　


